
 

 

 

 

 

 

 

 

●目標 

・JR新松戸駅の常磐線・武蔵野線間、JR新松戸駅と総武流山線幸谷駅、並びにバス等とのバリアフリー乗換え動

線の確保 

・駅、主要施設間を結ぶ安全で安心なバリアフリー歩行空間の創出 

●主な課題 （→この他、次ページ参照） 

・ 新松戸駅は、改札～ホーム間の段差解消が図れていない。 

・ 新松戸駅の改札内に車いすで利用できるトイレがない。 

・ 新松戸駅内に案内標識が少ない。わかりづらい。 

・ 新松戸駅～幸谷駅間の乗換え誘導サインが分かりにくい。 

・ 歩道の幅が狭い箇所がある。 

・ 周辺施設への案内サインが不足している。 ・・・など 

■重点整備地区の移動円滑化基本構想 

新松戸・幸谷地区 

・周辺施設案内板の設置

（市道1－500号） 

・側溝の改良、電柱・標識の集約化等に

よる、現歩道の歩行空間の有効利用

・照明の設置 

（市道 1－474号） 

・側溝の改良、電柱・標識の集約化等に

よる、現歩道の歩行空間の有効利用

・照明の設置 

（駅前広場入口付近） 

・側溝の改良、電柱・標識の集約化等に

よる、現歩道の歩行空間の有効利用

・電柱・標識の集約化等による、

現歩道の歩行空間の有効利用 

・周辺施設案内板の設置 

（市道 1－685号） 

・照明の設置 
（駅前広場（北側）） 

・タクシー乗り場へのわかりやすい案内

表示の設置 

・周辺施設案内板の設置 

（主要幹線2-7号） 

・歩道・沿道施設境界のバリアフリー化

に向けて、沿道商店等にスロープの設

置や介添えサービスの充実等を勧める 

（新松戸駅～幸谷駅の経路） 

・周辺施設案内板の設置 

・誘導用ブロックの改良 

・新松戸駅～幸谷駅へのわかりやすい案内

サインの設置 

（幸谷駅）  

・幸谷駅改札付近階段への手助け 

サービス用呼び鈴の設置。 

（新松戸駅） 

・新松戸駅改札階と常磐線ホームおよび武蔵

野線ホームを結ぶエレベーターの設置。 

・新松戸駅改札内への多目的トイレの設置。

●区域、特定経路、主な特定事業 
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 新松戸駅から幸谷駅
へのわかりやすい誘
導サインを設置する。

新松戸駅から幸谷駅へ至
る経路がわかりにくい。

 スロープを設置し、
段差解消を図る。

新松戸駅の改札階～常磐線ホー
ムへの階段に至る通路には階段
があり、車いすでは通りにくい。

 側溝の改良、電柱、標識等の
集約化により、現歩道の歩行
空間を有効に使用する。 

側溝、電柱、標識等に
より歩道の利用できる
空間が狭まっている。 

 

呼び鈴の設置により、駅員による対応を図る。さら
に、手助けサービスが気軽に受けられることを宣伝
し、介助を積極的に行うよう社員教育を徹底する。 

幸谷駅駅舎入口の階
段により、車いすで
の入場が難しい。 

 点字ブロックの連続性を考
慮した配置に改善する。 

点字ブロックの配置が不適切
なため、点字ブロックをたどる
と柵につき当たる箇所がある。

 

放置自転車の取り
締まりを強化（街頭
指導・撤去等）する。

放置自転車が通行の
障害となっている。 

 

歩道と沿道商店等
との境界に段差が
あり、車いす等での
入店が困難である。

沿道商店等にスロープの設
置や店員等による介添えサ
ービスの充実等を勧める。

６ 

 

木の根により歩道に
凹凸が生じている。 

舗装の修繕等により歩道
の平坦性を確保する。 




